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離乳前の赤ちゃんの栄養
- この時期は乳 とその与 え方が問題 にな ります-

寸子供は大人を小さくしたものではなvhhという言英

が､vlかに子供を育てる上に於V,て大切な事か -

申すまでもありませんが､実際には､つV,うっかりしが

ちです｡子供を上手に育てるには､子供の心理をよく知

ってその発達に応じて導かなければなりませんし･又肉

体的にも子供は大人と異なった生長とV,う過程にあるの

だとV'う事をいつもお忘れにならなV,でV,ただきたいと

思V,ますo

l生長につV,て第一図でみてV,きましょう｡

^は普通20才化まで生長しあとは止ってしまV,ますが

この時身体の各部が一様に生長するのかとV,うとそうで

はありません｡即ち､図における④の胸腺､りんば系は

生後急激に発達し､12才頃最大に達しあとは縮少して

しまV'ます｡③の生 殖器 は12才頃までに は10%しか

生長せずその後20才までに残りの90,%が生長します.⑨

の骨格､筋肉､血液等の発達､これが栄養と最も関係が

あるのですが､それらが乳児期に上昇し､次いでゆるく

なり､思春,tg]ごろ再び促進し､あと漸減していきます.

最後に①の胴､神経､頭部ですが､これは乳児期に生

長し､生後6年までには殆んど90,%が生長しその後はゆ

っくり生長してV,きます.EIのように乳児期は心理的に

も叉肉体的にも生良のV,ちじるLv,時期ですOそういう

訳で大人と子供の間では栄養をとる目的も異なって来ま

す｡即ち成人の場合は､

1) 健康を保ち

2) V,ろV,ろの生理的現象をつかさどるための栄養が

必要なのに対し､乳児の場合は更に､

3) 生長発育とV,う特殊性を持 っているのです｡

lL どれ位の栄養をとらなければならなV,でしょうかO

それを第1表と第2表にまとめました｡

]][ 最後に離乳前までの赤ちゃんの食事についてo

l､新生児の場合

この時期は､母乳栄養が成立するかどうかとV､う大切な

時期で､ この時期に人工栄養にしてしまいますと､LL'.る

はずの母乳も出なくなってしまいます｡乳製品がよくな

ったとV,われる現在におV､てすらやはり母乳がいいとの

事ですからtt'.来るだけ母乳を与えたいものですO又この

時期のほ乳は赤ちゃんのほ乳の練習とか乳汁分泌を刺激

する程度とみて与え､あとは水分を補なってあげましょ

ラ. (出ないからといって人工栄養に変えるのはいけま

せん｡)又 この場合は､子供が欲しがるままにまかせて

飲ませますOその方が赤ちゃんも飲み方がうまくなりま

すし､又母乳の分泌もよくなります｡

第一図 身体各部の発達曲線
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第 1 表 各 栄 兼 素 の 必 蔓 性 と そ の i (1)
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日 の々たん白質の消1;巨を補
うだけでよい｡
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もりん脂質は神経薪脱 ､坑
休や血小板の 形成に 関係
し､ステ リンは坑くる病作
用が ある｡

皮 ふ炎､などに対しききめ
が あ る｡
3 必要量も幼児期に最も多く
年をとると共に減少する｡
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人より生長率がF,H ､文体
7)I,,トさV,割に共艇代謝が大
きV,ので多くのカロリーを
必賓とするO

はげしい運動をする人はそ
れ以上とらなければならな
V10

碧雲韻 書諸紹 警男笠
に多くの水分を必要とする
従って幼君なもの程必要量
は大で､年令がすすむにつ
れて少なくなる｡
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亭らZ 表 各 党 覇 業 の 必 要 性 と そ の 蛋 (2)
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で､その 外､筋肉､ 血液､体液にあって
いろV,ろ の/lL噂的梓鮪 巨をつかさどってい
ら ,

カルシrl/ムとと机こ皆個の成分で ､

胴
咽
ろ

神経その他の轟Lu織lJ'jで膳 門の
の
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の 成分でもある｡

[(IL色フ射)椛/Jlであり､父酵素の械分とし
て休lノIlの酸化還 ノLl作用をつかさどってV,
ら.,

l iI.に体液にあって年珊 11)Tlに関係してい
る｡
2 3(lJHは'[̀､すV,液､腸液の形成をつかさど
っている｢

休J)f･_政細胞D形成をつか さ ど ってい
るO

皆格の形成に関係している｡

1 困 ]̂の酵素の酸化還元作用に関係し､
2. 個や骨格の形成､
3, 造lnL僧綱､
A 血lF?.L･の保護借用ti:に関係しているっ

l. 糖質代 謝に関係ある酵素D成分である ｡
2 円腸の抑蚊を保護した り腸のゼン動を よ
くす る り
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分の補給に気をつ けること｡

1 母孔､1:三遵児は [･分のんでV,れば小足す
ることはない､牛乳はβ上音Lの 3倍位/含
んでV,るので不足することはないL
2 しかし､重い トー榊や発汗のときはナ ト
リウムの小足かおきることがある

穀粉に片よった食か与えられた り､し主
V,事脱脂粉乳がij･えられた りした時父
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るとLJi良が悪くなり肯
ヒか.おこり文化血Lや
に刈する抵抗 ノブ¥)弱 く

1 乳｢PのBlはfil.の栄養により-/.:Jl'され
るから気をつけなけれはならない｡
2 小足すると､まず食欲が-り次いでLf-･
長に倣い影きようを及ぼす､その他(F'j
化器系､神経循環系に湛えV,きようを
及ぼす｡

で､LER･を促進させる働きがあるっ
2 岐ふ病T,Wjにつとめているっ

これらは乳児にとってJ∠嶺ではあるが､

/Jこ乏昭 夫をきたすことかほとんどないと

V､われる｡

2 不足すると特長が停 lLLた り､11角
部､膳､rT､皮ふ､LIの相投などが恵
かされる｡
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第 3 表

即乳ノ､這養73場合J,TV,.に気をつけなければ ならないこと

は､母乳が足りているかを確かめなければなりません.

それは飲んだ乳の量 を知って標準の乳の苑と比戯する

か父は怖 ;<休噂を測ってみると断りますo1Hの休 LE増

加が20g以下であiLば-･応母乳不足とみます｡そこでFl･
乳小足となれば混合栄養にV,たしますo混合栄養とはFil

乳の不出分を人T_栄養品一牛乳とか焼乳父は調製粉乳′T･;･:

-で補なうわけですがをの与え.眉ま､AJ乳の回数はこの

まま (1日5rrり)にしてflJ乳を飲吏せLjE後でその不足//i

だけ袖たうわけです｡

2)^1二ノ､迂壷は火Jjような場合にのみ/j.えます｡

(1)T11J朝が伝染性の病矢印こかかった時O

(2)村税が重V,病気で臼親｢i身や赤ちゃんに悠V,影響

を与えると考えられる時G

その峠D乳 D選択は､煉乳､調製粉乳､牛乳の順で浬ん
だjjか無難でしょうC

このように乳児i抑･よ大人とちがって沢山の栄養を必裂

としますしこの時期には乳とその与え)jが問題になりま

す｡蛸(LLまいろいろと､よV,乳製品がLLJ.まわり､乳の問

題は以前よりなくなってきま したが 回とい っても付利

がよV,とV,うことですr,しかしだんだんとJ(高三義が増

えて参りました今Rその間題はIjえノJにあるようです｡

調判のfr.ノjをあや変らないようにし､調乳を/jえる聞か

くを畑かくしたノノがよいといわれてい吏す

私ブこちがこうして乳とその-!3-1えjjにiF.しいJ甲解新書つ
ことが健康で丈夫な､.'[･.lWtな-F供を台てるただ つの道

デに,Jjです,, (友利 知子)
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